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(57)【要約】
　光源装置は、第１の波長帯域に強度を有しかつ第１の
分光スペクトルを有する第１の光を発生する第１の発光
部と、第１の波長帯域に隣接する第２の波長帯域に強度
を有しかつ第１の分光スペクトルの一部に重複する第２
の分光スペクトルを有する第２の光を発生する第２の発
光部と、第１の発光部及び第２の発光部を同時に発光さ
せる際に、第１の波長帯域内に混入する第２の光の光量
である第１の混入光量に応じた調整を行った光量で第１
の光を発生させる制御部と、を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の波長帯域に強度を有しかつ第１の分光スペクトルを有する第１の光を発生する第
１の発光部と、
　前記第１の波長帯域に隣接する第２の波長帯域に強度を有しかつ前記第１の分光スペク
トルの一部に重複する第２の分光スペクトルを有する第２の光を発生する第２の発光部と
、
　前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同時に発光させる際に、前記第１の波長帯域
内に混入する前記第２の光の光量である第１の混入光量に応じた調整を行った光量で前記
第１の光を発生させる制御部と、
　を有することを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同時に発光させる際に、さら
に、前記第２の波長帯域内に混入する前記第１の光の光量である第２の混入光量に応じた
調整を行った光量で前記第２の光を発生させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源装置。
【請求項３】
　前記第１の発光部の発光光量を検出する第１のセンサと、
　前記第２の発光部の発光光量を検出する第２のセンサと、
　をさらに有し、
　前記制御部は、前記第１の発光部を単独で発光させた場合における、前記第１の発光部
の発光光量と、前記第１のセンサにより検出された光量に応じて得られるセンサ検出値と
、の間の相関関係を示す第１のセンサ特性情報を前記第１の混入光量及び前記光量比に基
づいて補正することにより、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同時に発光させる
際の前記第１の光の光量の調整に用いる第１の制御情報を取得するとともに、前記第２の
発光部を単独で発光させた場合における、前記第２の発光部の発光光量と、前記第２のセ
ンサにより検出された光量に応じて得られるセンサ検出値と、の間の相関関係を示す第２
のセンサ特性情報を前記第２の混入光量及び前記光量比に基づいて補正することにより、
前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同時に発光させる際の前記第２の光の光量の調
整に用いる第２の制御情報を取得する
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源装置。
【請求項４】
　前記第１の光及び前記第２の光の光量比を第１の光量比に設定するための情報が格納さ
れた記憶部をさらに有し、
　前記制御部は、前記第１の光及び前記第２の光の光量比を前記第１の光量比とは異なる
第２の光量比に設定するための情報を前記光源装置の外部から取得することができなかっ
た場合に、前記第１の光量比を用いて前記第１のセンサ特性情報及び前記第２のセンサ特
性情報をそれぞれ補正し、前記第１の光及び前記第２の光の光量比を前記第２の光量比に
設定するための情報を前記光源装置の外部から取得することができた場合に、前記第２の
光量比を用いて前記第１のセンサ特性情報及び前記第２のセンサ特性情報をそれぞれ補正
する
　ことを特徴とする請求項３に記載の光源装置。
【請求項５】
　前記制御部は、さらに、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を時分割に発光させる
際に、前記第１のセンサ特性情報をそのまま前記第１の制御情報として用いて前記第１の
光の光量を調整するとともに、前記第２のセンサ特性情報をそのまま前記第２の制御情報
として用いて前記第２の光の光量を調整する
　ことを特徴とする請求項３に記載の光源装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記第１の制御情報及び前記第２の制御情報と、前記光源装置の外部に
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設けられた画像処理装置において前記第１の光及び前記第２の光により照明された被写体
を撮像した際の画像の明るさに応じて取得される明るさ制御情報と、に基づき、前記第１
の光の光量及び前記第２の光の光量をそれぞれ調整する
　ことを特徴とする請求項３に記載の光源装置。
【請求項７】
　前記第１の発光部の発光光量を検出するセンサをさらに有し、
　前記制御部は、前記第１の発光部を単独で発光させた場合における、前記第１の発光部
の発光光量と、前記センサにより検出された光量に応じて得られるセンサ検出値と、の間
の相関関係を示すセンサ特性情報を前記第１の混入光量及び前記光量比に基づいて補正す
ることにより、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同時に発光させる際の前記第１
の光の光量の調整に用いる第１の制御情報を取得するとともに、前記第１の混入光量と、
前記第２の混入光量と、前記光量比と、に基づき、前記第１の制御情報を用いて設定され
た前記第１の光の光量に応じて前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同時に発光させ
る際の前記第２の光の光量を調整するための第２の制御情報を取得する
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源装置。
【請求項８】
　前記第２の波長帯域に隣接する第３の波長帯域に強度を有し、前記第１の分光スペクト
ルと重複せず、かつ、前記第２の分光スペクトルの一部に重複する第３の分光スペクトル
を有する第３の光を発生する第３の発光部と、
　前記第１の光及び前記第２の光を同時に発光させるための第１の指示と、前記第１の光
及び前記第３の光を同時に発光させるための第２の指示と、を前記制御部に入力可能な入
力部と、をさらに有し、
　前記制御部は、前記入力部から前記第１の指示が入力された際に、前記第１の混入光量
に応じた調整を行った光量で前記第１の光を発生させるとともに、前記第２の波長帯域内
に混入する前記第１の光の光量である第２の混入光量に応じた調整を行った光量で前記第
２の光を発生させ、前記入力部から前記第２の指示が入力された際に、前記第１の混入光
量に応じた光量の調整を行わずに前記第１の光を発生させ、前記第３の波長帯域内に混入
する前記第２の光の光量である第３の混入光量に応じた光量の調整を行わずに前記第３の
光を発生させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源装置に関し、特に、生体組織の観察に用いられる光源装置に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野の内視鏡観察においては、体腔内の生体組織等の被写体に照射される複数の色
の光の色バランスを調整するための方法として、例えば、当該複数の色の光の光量比を調
整する方法が従来知られている。
【０００３】
　具体的には、例えば、日本国特許第５８５５６１９号公報には、複数の観察モードによ
る観察を行うことが可能な内視鏡システムにおいて、観察モード毎に作成された調光テー
ブルを参照しつつ、光源装置に設けられた複数のＬＥＤ各々から発せられる複数の色の光
の光量比を調整するような構成が開示されている。
【０００４】
　しかし、日本国特許第５８５５６１９号公報に開示された構成によれば、複数のＬＥＤ
各々から発せられる複数の色の光において、分光スペクトル同士の重複が生じ得る点につ
いて考慮されていない。
【０００５】
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　そのため、日本国特許第５８５５６１９号公報に開示された構成によれば、例えば、分
光スペクトルが相互に重複する複数の色の光の光量比を所定の光量比に調整したとしても
、当該所定の光量比とは異なる光量比の出射光が光源装置から出射されてしまう、という
問題点が生じている。従って、日本国特許第５８５５６１９号公報に開示された構成によ
れば、例えば、分光スペクトルが相互に重複する複数の色の光を照明光として被写体に照
射する場合において、当該照明光の色バランスを適切に調整することができない、という
前述の問題点に応じた課題が生じている。
【０００６】
　本発明は、前述した事情に鑑みてなされたものであり、分光スペクトルが相互に重複す
る複数の色の光の色バランスを適切に調整することが可能な光源装置を提供することを目
的としている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様の光源装置は、第１の波長帯域に強度を有しかつ第１の分光スペクトル
を有する第１の光を発生する第１の発光部と、前記第１の波長帯域に隣接する第２の波長
帯域に強度を有しかつ前記第１の分光スペクトルの一部に重複する第２の分光スペクトル
を有する第２の光を発生する第２の発光部と、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を
同時に発光させる際に、前記第１の波長帯域内に混入する前記第２の光の光量である第１
の混入光量に応じた調整を行った光量で前記第１の光を発生させる制御部と、を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態に係る光源装置を含む内視鏡システムの要部の構成を示す図。
【図２】実施形態に係る光源装置に設けられた各ＬＥＤから発せられる光の分光スペクト
ルの一例を示す図。
【図３】実施形態に係る光源装置のＧセンサ特性情報の一例を示す図。
【図４】実施形態に係る光源装置に設けられた赤色ＬＥＤを最小光量値Ｌｍｉｎ及び最大
光量値Ｌｍａｘで発光させた際にそれぞれ取得される分光スペクトルの一例を示す図。
【図５】実施形態に係る光源装置に設けられた青色ＬＥＤを最小光量値Ｌｍｉｎ及び最大
光量値Ｌｍａｘで発光させた際にそれぞれ取得される分光スペクトルの一例を示す図。
【図６】実施形態に係る光源装置における発光光量値ＬＲと混入光量値ＬＲＧとの間の相
関関係の一例を示す図。
【図７】実施形態に係る光源装置における発光光量値ＬＢと混入光量値ＬＢＧとの間の相
関関係の一例を示す図。
【図８】実施形態に係る光源装置のＧセンサ特性情報を補正して得られるＧＬＥＤ用制御
情報の一例を説明するための図。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しつつ説明を行う。
【００１０】
　図１から図８は、本発明の実施形態に係るものである。
【００１１】
　内視鏡システム１は、図１に示すように、生体等の被検体の内部の被写体を撮像して撮
像信号を出力するように構成された内視鏡２と、当該被写体を照明するための照明光を内
視鏡２へ供給するように構成された光源装置３と、内視鏡２から出力される撮像信号に基
づく画像を生成して出力するように構成された画像処理装置４と、画像処理装置４から出
力される画像を表示するように構成されたモニタ５と、を有している。また、光源装置３
及び画像処理装置４は、通信ケーブルＣＣを介して接続されている。図１は、実施形態に
係る光源装置を含む内視鏡システムの要部の構成を示す図である。
【００１２】
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　内視鏡２は、被検体の内部に挿入可能な細長の挿入部６と、挿入部６の基端部に形成さ
れた操作部７と、操作部７から延出して設けられたユニバーサルケーブル８と、ユニバー
サルケーブル８の端部に設けられた光コネクタ９と、ユニバーサルケーブル８から分岐し
た電気ケーブルＥＣの端部に設けられた電気コネクタ１０と、を有して構成されている。
【００１３】
　操作部７は、術者等のユーザが把持して操作することが可能な形状を具備して構成され
ている。また、操作部７には、ユーザの操作に応じた指示を画像処理装置４に対して行う
ことが可能な１つ以上のスコープスイッチ（不図示）が設けられている。
【００１４】
　光コネクタ９は、光源装置３のコネクタ受け（不図示）に対して着脱可能に接続される
ように構成されている。
【００１５】
　電気コネクタ１０は、画像処理装置４のコネクタ受け（不図示）に対して着脱可能に接
続されるように構成されている。
【００１６】
　また、内視鏡２は、光コネクタ９が接続された光源装置３から供給される照明光を伝送
するライトガイド１１と、ライトガイド１１から出射される照明光の光路上に配置された
照明レンズ１２と、照明レンズ１２を経て出射される照明光により照明された被写体の光
学像を形成する対物レンズ１３と、対物レンズ１３により形成された光学像を撮像して撮
像信号を出力する撮像素子１４と、後述の光量比情報が格納されているメモリ１５と、を
有して構成されている。
【００１７】
　ライトガイド１１は、挿入部６、操作部７及びユニバーサルケーブル８の内部に挿通さ
れている。また、ライトガイド１１の光入射面を含む入射端部は、光コネクタ９から延出
して設けられている。また、ライトガイド１１の光出射面を含む出射端部は、照明レンズ
１２の光入射面の近傍に配置されている。
【００１８】
　撮像素子１４は、カラーＣＣＤまたはカラーＣＭＯＳ等のイメージセンサを具備して構
成されている。また、撮像素子１４は、対物レンズ１３により形成された光学像を光電変
換して撮像信号を生成し、当該生成した撮像信号を電気コネクタ１０が接続された画像処
理装置４へ出力するように構成されている。
【００１９】
　メモリ１５には、光源装置３から出射される各光（後述のＲ光、Ｇ光及びＢ光）の光量
比を内視鏡２の種類等に応じて予め設定した情報である光量比情報ＬＩＡが格納されてい
る。
【００２０】
　画像処理装置４は、例えば、画像処理回路を具備して構成されている。また、画像処理
装置４は、内視鏡２から出力される撮像信号に基づいて生成した画像の平均輝度と、所定
の目標輝度と、の比率を算出し、当該算出した比率を示す明るさ制御情報を光源装置３へ
出力するように構成されている。すなわち、明るさ制御情報は、後述のＲ光、Ｇ光及びＢ
光により照明された被写体を撮像した際の画像の明るさに応じて取得される情報である。
また、画像処理装置４は、例えば、電源投入時にメモリ１５から光量比情報を読み込むと
ともに、当該読み込んだ光量比情報を光源装置３へ出力するように構成されている。
【００２１】
　光源装置３は、被写体を照明するための照明光として、例えば、赤色光であるＲ光、緑
色光であるＧ光、及び、青色光であるＢ光を供給することができるように構成されている
。
【００２２】
　光源装置３は、Ｒ光を発生する発光部としての機能を備えた赤色ＬＥＤ２１と、Ｒ光を
集光して出射するレンズ２１ａと、赤色ＬＥＤ２１の近傍に配置され、赤色ＬＥＤ２１に
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おけるＲ光の発光光量を検出し、当該検出した発光光量を示す光量検出信号を生成して出
力する光センサ２１ｂと、を有して構成されている。
【００２３】
　光源装置３は、Ｇ光を発生する発光部としての機能を備えた緑色ＬＥＤ２２と、Ｇ光を
集光して出射するレンズ２２ａと、緑色ＬＥＤ２２の近傍に配置され、緑色ＬＥＤ２２に
おけるＧ光の発光光量を検出し、当該検出した発光光量を示す光量検出信号を生成して出
力する光センサ２２ｂと、を有して構成されている。
【００２４】
　光源装置３は、Ｂ光を発生する発光部としての機能を備えた青色ＬＥＤ２３と、Ｂ光を
集光して出射するレンズ２３ａと、青色ＬＥＤ２３の近傍に配置され、青色ＬＥＤ２３に
おけるＢ光の発光光量を検出し、当該検出した発光光量を示す光量検出信号を生成して出
力する光センサ２３ｂと、を有して構成されている。
【００２５】
　なお、本実施形態においては、例えば、図２に示すように、波長λｇｈ～λｒｈの波長
帯域ＲＷにおいて強度を有するＲ光が赤色ＬＥＤ２１から発せられ、波長λｇｌ～λｇｈ
の波長帯域ＧＷにおいて強度を有するＧ光が緑色ＬＥＤ２２から発せられ、かつ、波長λ
ｂｌ～λｇｌの波長帯域ＢＷにおいて強度を有するＢ光が赤色ＬＥＤ２１から発せられる
ものとして説明を行う。また、本実施形態においては、例えば、図２に示すように、赤色
ＬＥＤ２１から発せられるＲ光の分光スペクトルと緑色ＬＥＤ２２から発せられるＧ光の
分光スペクトルとが波長λｇｈ付近において相互に重複し、かつ、緑色ＬＥＤ２２から発
せられるＧ光の分光スペクトルと青色ＬＥＤ２３から発せられるＢ光の分光スペクトルと
が波長λｇｌ付近において相互に重複するものとして説明を行う。また、本実施形態にお
いては、例えば、図２に示すように、波長帯域ＲＷとＧＷとが隣接し、かつ、波長帯域Ｇ
ＷとＢＷとが隣接するものとして説明を行う。また、波長帯域ＲＷ、ＧＷ及びＢＷを規定
する各波長（λｂｌ、λｇｌ、λｇｈ及びλｒｈ）は、例えば、光源装置３の機種等に応
じてそれぞれ設定される設定値であるものとする。図２は、実施形態に係る光源装置に設
けられた各ＬＥＤから発せられる光の分光スペクトルの一例を示す図である。
【００２６】
　光源装置３は、レンズ２１ａを経て出射されるＲ光をコネクタ受け側へ透過させるとと
もに、レンズ２２ａを経て出射されるＧ光を当該コネクタ受け側へ反射するような光学特
性を具備して構成されたダイクロイックミラー２４を有して構成されている。
【００２７】
　光源装置３は、ダイクロイックミラー２４を経て出射されるＲ光及びＧ光をコネクタ受
け側へ透過させるとともに、レンズ２３ａを経て出射されるＢ光を当該コネクタ受け側へ
反射するような光学特性を具備して構成されたダイクロイックミラー２５を有して構成さ
れている。
【００２８】
　光源装置３は、ダイクロイックミラー２５を経て出射されるＲ光、Ｇ光及びＢ光を集光
し、光コネクタ９の接続に伴ってコネクタ受けの近傍に配置されるライトガイド１１の光
入射面へ出射するように構成されたレンズ２６を有して構成されている。
【００２９】
　光源装置３は、ユーザの操作に応じた指示を制御部２９に対して行うことが可能なスイ
ッチ等のユーザインターフェースにより構成された操作パネル２７を有している。
【００３０】
　光源装置３は、制御部２９の制御に応じ、赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及び青色Ｌ
ＥＤ２３をそれぞれ駆動するためのＬＥＤ駆動信号を生成して出力するように構成された
ＬＥＤ駆動部２８を有している。ＬＥＤ駆動部２８は、例えば、ＬＥＤ駆動信号を生成す
るためのＬＥＤ駆動回路を具備して構成されている。
【００３１】
　光源装置３は、画像処理装置４から出力される明るさ制御情報と、光センサ２１ｂ、２
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２ｂ及び２３ｂからそれぞれ出力される光量検出信号と、後述の光源制御情報と、に基づ
き、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光の光量の調整に係る制御をＬＥＤ駆動部２８に対して行うことが
できるように構成された制御部２９を有している。
【００３２】
　制御部２９は、例えば、ＣＰＵを具備して構成されている。また、制御部２９は、操作
パネル２７からの指示に応じ、赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及び青色ＬＥＤ２３をそ
れぞれ発光または消光させるための制御をＬＥＤ駆動部２８に対して行うことができるよ
うに構成されている。また、制御部２９は、メモリ２９ａと、演算部２９ｂと、を有して
構成されている。
【００３３】
　メモリ２９ａには、光源装置３に設けられた各ＬＥＤのうちの赤色ＬＥＤ２１のみを単
独で発光させた場合における、赤色ＬＥＤ２１の発光光量値と、光センサ２１ｂにより検
出されたＲ光の光量に応じて得られるＲセンサ検出値と、の間の相関関係を示す情報であ
るＲセンサ特性情報が格納されている。また、メモリ２９ａには、前述のＲセンサ特性情
報を補正してＲＬＥＤ（赤色ＬＥＤ）用制御情報を得るために用いられるＲセンサ用補正
情報が格納されている。
【００３４】
　メモリ２９ａには、光源装置３に設けられた各ＬＥＤのうちの緑色ＬＥＤ２２のみを単
独で発光させた場合における、緑色ＬＥＤ２２の発光光量値と、光センサ２２ｂにより検
出されたＧ光の光量に応じて得られるＧセンサ検出値と、の間の相関関係を示す情報であ
るＧセンサ特性情報が格納されている。また、メモリ２９ａには、前述のＧセンサ特性情
報を補正してＧＬＥＤ（緑色ＬＥＤ）用制御情報を得るために用いられるＧセンサ用補正
情報が格納されている。
【００３５】
　メモリ２９ａには、光源装置３に設けられた各ＬＥＤのうちの青色ＬＥＤ２３のみを単
独で発光させた場合における、青色ＬＥＤ２３の発光光量値と、光センサ２３ｂにより検
出されたＢ光の光量に応じて得られるＢセンサ検出値と、の間の相関関係を示す情報であ
るＢセンサ特性情報が格納されている。また、メモリ２９ａには、前述のＢセンサ特性情
報を補正してＢＬＥＤ（青色ＬＥＤ）用制御情報を得るために用いられるＢセンサ用補正
情報が格納されている。
【００３６】
　メモリ２９ａには、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光の光量比を所定の光量比に設定するための光量
比情報ＬＩＢが格納されている。
【００３７】
　演算部２９ｂは、メモリ２９ａに格納されたＲセンサ特性情報及びＲセンサ用補正情報
を読み込むとともに、当該読み込んだＲセンサ用補正情報と、光量比情報ＬＩＡ及びＬＩ
Ｂのうちの一方の光量比情報ＬＩＴと、を用いてＲセンサ特性情報を補正することにより
ＲＬＥＤ用制御情報を取得するように構成されている。また、演算部２９ｂは、メモリ２
９ａに格納されたＧセンサ特性情報及びＧセンサ用補正情報を読み込むとともに、当該読
み込んだＧセンサ用補正情報と、光量比情報ＬＩＡ及びＬＩＢのうちの一方の光量比情報
ＬＩＴと、を用いてＧセンサ特性情報を補正することによりＧＬＥＤ用制御情報を取得す
るように構成されている。また、演算部２９ｂは、メモリ２９ａに格納されたＢセンサ特
性情報及びＢセンサ用補正情報を読み込むとともに、当該読み込んだＢセンサ用補正情報
と、光量比情報ＬＩＡ及びＬＩＢのうちの一方の光量比情報ＬＩＴと、を用いてＢセンサ
特性情報を補正することによりＢＬＥＤ用制御情報を取得するように構成されている。ま
た、演算部２９ｂは、ＲＬＥＤ用制御情報、ＧＬＥＤ用制御情報及びＢＬＥＤ用制御情報
を光源制御情報として取得するように構成されている。
【００３８】
　続いて、本実施形態の内視鏡システム１の動作等について説明する。
【００３９】
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　ユーザは、内視鏡システム１の各部を接続して電源を投入した後、操作パネル２７を操
作することにより、例えば、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光を含む白色光を照明光として内視鏡２に
供給させるための指示を制御部２９に対して行う。
【００４０】
　演算部２９ｂは、光源装置３の電源が投入された際に、画像処理装置４から出力される
光量比情報ＬＩＡにより示される光量比Ｒ１と、メモリ２９ａに格納されている光量比情
報ＬＩＢにより示される光量比Ｒ２と、を比較するための動作を行う。
【００４１】
　演算部２９ｂは、光量比Ｒ１及びＲ２が一致しているとの比較結果を得た場合に、当該
光量比Ｒ１及びＲ２のうちの一方の光量比を用いて各センサ特性情報を補正する。また、
演算部２９ｂは、光量比Ｒ１及びＲ２が一致していないとの比較結果を得た場合に、当該
光量比Ｒ１を用いて各センサ特性情報を補正する。また、演算部２９ｂは、メモリ１５に
光量比情報ＬＩＡが格納されていないこと等に起因し、光量比Ｒ１及びＲ２の比較を行う
ことができない場合には、光量比Ｒ２を用いて各センサ特性情報を補正する。
【００４２】
　すなわち、演算部２９ｂは、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光の光量比を光量比Ｒ２とは異なる光量
比Ｒ１に設定するための光量比情報ＬＩＡを画像処理装置４からから取得することができ
なかった場合に、当該光量比Ｒ２を用いて各センサ特性情報を補正する。また、演算部２
９ｂは、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光の光量比を光量比Ｒ２とは異なる光量比Ｒ１に設定するため
の光量比情報ＬＩＡを画像処理装置４からから取得することができた場合に、当該光量比
Ｒ１を用いて各センサ特性情報を補正する。
【００４３】
　ここで、メモリ２９ａに格納される各センサのセンサ特性情報及びセンサ用補正情報の
取得方法の具体例について、以下に説明する。なお、以降においては、Ｒ光、Ｇ光及びＢ
光の光量比がα：１：βに設定される場合、すなわち、Ｒ光の光量がＧ光の光量のα倍に
設定され、かつ、Ｂ光の光量がＧ光の光量のβ倍に設定される場合を例に挙げて説明する
。また、以降においては、簡単のため、メモリ２９ａに格納されるＧセンサ特性情報及び
Ｇセンサ用補正情報の取得方法を代表例として挙げて説明する。
【００４４】
　工場作業者は、例えば、光源装置３の製造時または出荷検査時において、可視域の入射
光の波長１ｎｍ毎の光量（強度）を検出して分光スペクトルを取得可能な機能を具備する
光量計（不図示）を光源装置３のコネクタ受けに接続した状態で操作パネル２７を操作す
ることにより、Ｇセンサ特性情報の取得に係る動作を行わせるための指示を制御部２９に
対して行う。
【００４５】
　制御部２９は、操作パネル２７からの指示に応じ、緑色ＬＥＤ２２のみを単独でかつ最
小光量値Ｌｍｉｎで発光させるための制御をＬＥＤ駆動部２８に対して行うとともに、光
センサ２２ｂから出力される光量検出信号に応じたＧセンサ検出値ＤＧＡを取得するため
の動作を行う。また、制御部２９は、操作パネル２７からの指示に応じ、緑色ＬＥＤ２２
のみを単独でかつ最大光量値Ｌｍａｘで発光させるための制御をＬＥＤ駆動部２８に対し
て行うとともに、光センサ２２ｂから出力される光量検出信号に応じたＧセンサ検出値Ｄ
ＧＢを取得するための動作を行う。
【００４６】
　なお、最小光量値Ｌｍｉｎは、例えば、操作パネル２７の操作により設定可能な光量の
下限値に相当する。また、最大光量値Ｌｍａｘは、例えば、操作パネル２７の操作により
設定可能な光量の上限値に相当する。
【００４７】
　演算部２９ｂは、最小光量値Ｌｍｉｎにおいて取得されたＧセンサ検出値ＤＧＡと、最
大光量値Ｌｍａｘにおいて取得されたＧセンサ検出値ＤＧＢと、に基づき、緑色ＬＥＤ２
２のみを単独で発光させた場合における、緑色ＬＥＤ２２の発光光量値ＬＧと、光センサ
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２２ｂにより検出されたＧ光の光量に応じて得られるＧセンサ検出値ＤＧと、の間の相関
関係を示すＧセンサ特性情報を取得するとともに、当該取得したＧセンサ特性情報をメモ
リ２９ａに格納する。
【００４８】
　すなわち、以上に述べたような演算部２９ｂの動作によれば、例えば、下記数式（１）
及び図３に示すように、Ｇセンサ検出値ＤＧが発光光量値ＬＧに対して線形に変化するこ
とを示す関係式がＧセンサ特性情報としてメモリ２９ａに格納される。図３は、実施形態
に係る光源装置のＧセンサ特性情報の一例を示す図である。
【００４９】
ＤＧ＝Ａ×ＬＧ＋Ｑ　…（１）
　なお、上記数式（１）の右辺に含まれる傾きＡは、例えば、（ＤＧＢ－ＤＧＡ）／（Ｌ
ｍａｘ－Ｌｍｉｎ）の演算を行うことにより算出される値である（図３参照）。また、上
記数式（１）の右辺に含まれる切片Ｑは、例えば、光センサ２２ｂの暗電流等の電気的特
性に応じて決定される値である。
【００５０】
　工場作業者は、例えば、Ｇセンサ特性情報の取得に係る動作を行わせるための指示を行
った後、さらに、操作パネル２７を操作することにより、最小光量値ＬｍｉｎのＲ光と、
最大光量値ＬｍａｘのＲ光と、を一定時間ずつ発生させるための指示を行う。
【００５１】
　制御部２９は、操作パネル２７からの指示に応じ、例えば、赤色ＬＥＤ２１を単独でか
つ最小光量値Ｌｍｉｎで一定時間発光させた後で、赤色ＬＥＤ２１を単独でかつ最大光量
値Ｌｍａｘで一定時間発光させるような制御をＬＥＤ駆動部２８に対して行う。そして、
このような制御部２９の動作に応じ、赤色ＬＥＤ２１を単独でかつ最大光量値Ｌｍａｘで
発光させた際のＲ光の分光スペクトルとして、例えば、図４の一点鎖線で示すような分光
スペクトルが光量計により取得される。また、このような制御部２９の動作に応じ、赤色
ＬＥＤ２１を単独でかつ最大光量値Ｌｍａｘで発光させた際のＲ光の分光スペクトルとし
て、例えば、図４の太線で示すような分光スペクトルが光量計により取得される。図４は
、実施形態に係る光源装置に設けられた赤色ＬＥＤを最小光量値Ｌｍｉｎ及び最大光量値
Ｌｍａｘで発光させた際にそれぞれ取得される分光スペクトルの一例を示す図である。
【００５２】
　また、工場作業者は、例えば、Ｇセンサ特性情報の取得に係る動作を行わせるための指
示を行った後、さらに、操作パネル２７を操作することにより、最小光量値ＬｍｉｎのＢ
光と、最大光量値ＬｍａｘのＢ光と、を一定時間ずつ発生させるための指示を行う。
【００５３】
　制御部２９は、操作パネル２７からの指示に応じ、例えば、青色ＬＥＤ２３を単独でか
つ最小光量値Ｌｍｉｎで一定時間発光させた後で、青色ＬＥＤ２３を単独でかつ最大光量
値Ｌｍａｘで一定時間発光させるような制御をＬＥＤ駆動部２８に対して行う。そして、
このような制御部２９の動作に応じ、青色ＬＥＤ２３を単独でかつ最小光量値Ｌｍｉｎで
発光させた際のＢ光の分光スペクトルとして、例えば、図５の一点鎖線で示すような分光
スペクトルが光量計により取得される。また、このような制御部２９の動作に応じ、青色
ＬＥＤ２３を単独でかつ最大光量値Ｌｍａｘで発光させた際のＢ光の分光スペクトルとし
て、例えば、図５の太線で示すような分光スペクトルが光量計により取得される。図５は
、実施形態に係る光源装置に設けられた青色ＬＥＤを最小光量値Ｌｍｉｎ及び最大光量値
Ｌｍａｘで発光させた際にそれぞれ取得される分光スペクトルの一例を示す図である。
【００５４】
　工場作業者は、光源装置３に接続されている光量計により取得された、最小光量値Ｌｍ
ｉｎのＲ光の分光スペクトルと、最大光量値ＬｍａｘのＲ光の分光スペクトルと、を図示
しない工場作業用のコンピュータ（以降、単にコンピュータと称する）にそれぞれ取り込
むための作業を行う。その後、工場作業者は、コンピュータを用い、光源装置３に接続さ
れている光量計から取り込んだ２つのＲ光のスペクトルを解析することにより、赤色ＬＥ
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Ｄ２１のみを単独で発光させた場合における、赤色ＬＥＤ２１の発光光量値ＬＲと、波長
帯域ＧＷ内に混入したＲ光の光量である混入光量値ＬＲＧと、の間の相関関係を取得する
ための作業を行う。そして、このような工場作業者の作業によれば、例えば、下記数式（
２）及び図６に示すような、混入光量値ＬＲＧが発光光量値ＬＲに対して線形に変化する
ことを示す関係式が取得される。図６は、実施形態に係る光源装置における発光光量値Ｌ
Ｒと混入光量値ＬＲＧとの間の相関関係の一例を示す図である。
【００５５】
ＬＲＧ＝ＬＲ×Ｓ　…（２）
　なお、上記数式（２）の右辺に含まれる傾きＳは、例えば、最小光量値ＬｍｉｎのＲ光
に含まれる波長λｇｈ以下の光の光量に相当する混入光量値ＬＲＧＡと、最大光量値Ｌｍ
ａｘのＲ光における波長λｇｈ以下の光の光量に相当する混入光量値ＬＲＧＢと、を用い
、（ＬＲＧＢ－ＬＲＧＡ）／（Ｌｍａｘ－Ｌｍｉｎ）の演算を行うことにより算出される
値である（図６参照）。すなわち、上記数式（２）の右辺に含まれる傾きＳは、発光光量
値ＬＲの増加量に対する混入光量値ＬＲＧの増加量の比率を示している。
【００５６】
　工場作業者は、光源装置３に接続されている光量計により取得された、最小光量値Ｌｍ
ｉｎのＢ光の分光スペクトルと、最大光量値ＬｍａｘのＢ光の分光スペクトルと、をコン
ピュータにそれぞれ取り込むための作業を行う。その後、工場作業者は、コンピュータを
用い、光源装置３に接続されている光量計から取り込んだ２つのＢ光のスペクトルを解析
することにより、青色ＬＥＤ２３のみを単独で発光させた場合における、青色ＬＥＤ２３
の発光光量値ＬＢと、波長帯域ＧＷ内に混入したＢ光の光量である混入光量値ＬＢＧと、
の間の相関関係を取得するための作業を行う。そして、このような工場作業者の作業によ
れば、例えば、下記数式（３）及び図７に示すような、混入光量値ＬＢＧが発光光量値Ｌ
Ｂに対して線形に変化することを示す関係式が取得される。図７は、実施形態に係る光源
装置における発光光量値ＬＢと混入光量値ＬＢＧとの間の相関関係の一例を示す図である
。
【００５７】
ＬＢＧ＝ＬＢ×Ｔ　…（３）
　なお、上記数式（３）の右辺に含まれる傾きＴは、例えば、最小光量値ＬｍｉｎのＢ光
に含まれる波長λｇｌ以上の光の光量に相当する混入光量値ＬＢＧＡと、最大光量値Ｌｍ
ａｘのＢ光における波長λｇｌ以上の光の光量に相当する混入光量値ＬＢＧＢと、を用い
、（ＬＢＧＢ－ＬＢＧＡ）／（Ｌｍａｘ－Ｌｍｉｎ）の演算を行うことにより算出される
値である（図７参照）。すなわち、上記数式（３）の右辺に含まれる傾きＴは、発光光量
値ＬＢの増加量に対する混入光量値ＬＢＧの増加量の比率を示している。
【００５８】
　工場作業者は、上記数式（２）及び（３）に基づく演算を（コンピュータで）行うこと
により、下記数式（４）に示す総混入光量値ΔＬＧを算出する。すなわち、総混入光量値
ΔＬＧは、赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及び青色ＬＥＤ２３を同時に発光させた場合
に波長帯域ＧＷ内に混入するＲ光及びＢ光の光量の和に相当する値として算出される。ま
た、総混入光量値ΔＬＧは、Ｇ光の光量を１倍とした場合のＲ光の光量の倍率α、及び、
Ｇ光の光量を１倍とした場合のＢ光の光量の倍率βに応じて変動する値として算出される
。
【００５９】
ΔＬＧ＝ＬＲＧ＋ＬＢＧ
　　　＝ＬＲ×Ｓ＋ＬＢ×Ｔ
　　　＝ＬＧ×α×Ｓ＋ＬＧ×β×Ｔ　…（４）
　ここで、例えば、赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及び青色ＬＥＤ２３を同時に発光さ
せた場合においては、下記数式（５）に示すような、発光光量値ＬＧに対して総混入光量
値ΔＬＧを加えた光量、すなわち、緑色ＬＥＤ２２のみを単独で発光させた場合のＧセン
サ検出値ＤＧに対応する発光光量値ＬＧよりも大きな出射光量のＧ光が光源装置３から出
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射される。
【００６０】
ＬＧ＋ΔＬＧ＝ＬＧ（１＋α×Ｓ＋β×Ｔ）　…（５）
　そのため、本実施形態においては、上記数式（１）の傾きＡを総混入光量値ΔＬＧの大
きさに応じて小さくすることができるような補正変数をＧセンサ用補正情報として用いて
Ｇセンサ特性情報を補正することにより、赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及び青色ＬＥ
Ｄ２３を同時に発光させた場合に、光源装置３から出射されるＧ光の出射光量に応じたＧ
センサ検出値ＤＧを得ることができるようにしている。
【００６１】
　具体的には、本実施形態においては、上記数式（１）により得られるＧセンサ検出値Ｄ
Ｇと、下記数式（６）により得られるＧセンサ検出値ＤＧと、を等しくするような補正変
数ＣｇをＧセンサ用補正情報として取得するようにしている。
【００６２】
ＤＧ＝Ａ×Ｃｇ×（ＬＧ＋ΔＬＧ）＋Ｑ　…（６）
　そして、工場作業者は、上記数式（１）、（４）及び（６）に基づく演算を（コンピュ
ータで）行うことにより、下記数式（７）に示すような、倍率α及びβの２つの変数を含
む補正変数Ｃｇを取得するとともに、当該取得した補正変数ＣｇをＧセンサ用補正情報と
してメモリ２９ａに格納する。
【００６３】
Ｃｇ＝ＬＧ／（ＬＧ＋ΔＬＧ）
　　＝ＬＧ／｛ＬＧ（１＋α×Ｓ＋β×Ｔ）｝
　　＝１／（１＋α×Ｓ＋β×Ｔ）　…（７）
　すなわち、以上に述べたような、光源装置３の製造時または出荷検査時において行われ
る一連の作業によれば、上記数式（１）に示したＧセンサ特性情報と、上記数式（７）に
示したＧセンサ用補正情報と、がメモリ２９ａに格納される。また、光源装置３の製造時
または出荷検査時において、以上に述べたような一連の作業と同様の作業が行われること
により、Ｇセンサ特性情報と同様の方法により取得されたＲセンサ特性情報と、補正変数
Ｃｇと同様の方法により取得された補正変数ＣｒであるＲセンサ用補正情報と、がメモリ
２９ａに格納される。また、光源装置３の製造時または出荷検査時において、以上に述べ
たような一連の作業と同様の作業が行われることにより、Ｇセンサ特性情報と同様の方法
により取得されたＢセンサ特性情報と、補正変数Ｃｇと同様の方法により取得された補正
変数ＣｂであるＢセンサ用補正情報と、がメモリ２９ａに格納される。なお、本実施形態
においては、Ｒ光の分光スペクトルがＧ光の分光スペクトルのみに重複するため、倍率β
を含まないような補正変数Ｃｒが取得される。また、本実施形態においては、Ｂ光の分光
スペクトルがＧ光の分光スペクトルのみに重複するため、倍率αを含まないような補正変
数Ｃｂが取得される。
【００６４】
　演算部２９ｂは、メモリ２９ａに格納された一のセンサ特性情報及び一のセンサ用補正
情報を読み込むとともに、当該一のセンサ用補正情報と、光量比Ｒ１及びＲ２のうちの一
方の光量比ＲＴと、を用いて当該一のセンサ特性情報を補正することにより一のＬＥＤ用
制御情報を取得する。
【００６５】
　具体的には、演算部２９ｂは、例えば、上記数式（１）のＧセンサ特性情報に含まれる
傾きＡに対し、上記数式（７）のＧセンサ用補正情報に含まれる補正変数Ｃｇを乗じるこ
とにより、下記数式（８）に示す関係式を取得する。
【００６６】
ＤＧ＝｛Ａ×ＬＧ／（１＋α×Ｓ＋β×Ｔ）｝＋Ｑ　…（８）
　演算部２９ｂは、光量比ＲＴにおける倍率α及びβに相当する値を上記数式（８）に適
用して得られる関係式をＧＬＥＤ用制御情報として取得する。
【００６７】
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　すなわち、以上に述べたような演算部２９ｂの動作によれば、例えば、図８に示すよう
に、Ｇセンサ特性情報におけるＧセンサ検出値ＤＧＫに対応する発光光量値ＬＧＭに総混
入光量値ΔＬＧを加えて得られる光量値を、ＧＬＥＤ用制御情報における当該Ｇセンサ検
出値ＤＧＫに対応する発光光量値ＬＧＮに設定するような補正が行われる。図８は、実施
形態に係る光源装置のＧセンサ特性情報を補正して得られるＧＬＥＤ用制御情報の一例を
説明するための図である。
【００６８】
　演算部２９ｂは、以上に述べたようなＧセンサ特性情報の補正方法と同様の補正方法を
用いてＲセンサ特性情報及びＢセンサ特性情報をそれぞれ補正することにより、ＲＬＥＤ
用制御情報及びＢＬＥＤ用制御情報を取得する。そして、演算部２９ｂは、ＲＬＥＤ用制
御情報、ＧＬＥＤ用制御情報及びＢＬＥＤ用制御情報を光源制御情報として取得する。
【００６９】
　すなわち、演算部２９ｂは、波長帯域ＧＷ内に混入するＲ光及びＢ光の光量と、光量比
ＲＴと、に基づいて取得される補正変数Ｃｇを用いてＧセンサ特性情報を補正することに
より、赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及び青色ＬＥＤ２３を同時に発光させる際のＧ光
の調整に用いるＧＬＥＤ用制御情報を取得する。また、演算部２９ｂは、波長帯域ＲＷ内
に混入するＧ光の光量と、光量比ＲＴと、に基づいて取得される補正変数Ｃｒを用いてＲ
センサ特性情報を補正することにより、赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及び青色ＬＥＤ
２３を同時に発光させる際のＲ光の調整に用いるＲＬＥＤ用制御情報を取得する。また、
演算部２９ｂは、波長帯域ＢＷ内に混入するＧ光の光量と、光量比ＲＴと、に基づいて取
得される補正変数Ｃｂを用いてＢセンサ特性情報を補正することにより、赤色ＬＥＤ２１
、緑色ＬＥＤ２２及び青色ＬＥＤ２３を同時に発光させる際のＢ光の調整に用いるＢＬＥ
Ｄ用制御情報を取得する。
【００７０】
　制御部２９は、操作パネル２７からの指示に応じ、赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及
び青色ＬＥＤ２３を同時に発光させるための制御をＬＥＤ駆動部２８に対して行う。また
、制御部２９は、光センサ２１ｂ、２２ｂ及び２３ｂからそれぞれ出力される光量検出信
号に基づき、Ｒセンサ検出値、Ｇセンサ検出値及びＢセンサ検出値をそれぞれ取得する。
また、制御部２９は、演算部２９ｂにより得られた光源制御情報に対し、Ｒセンサ検出値
、Ｇセンサ検出値及びＢセンサ検出値を適用することにより、画像処理装置４から出力さ
れる明るさ制御情報に応じた赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及び青色ＬＥＤ２３の発光
光量値をそれぞれ取得するとともに、当該取得した発光光量値に応じてＲ光、Ｇ光及びＢ
光の光量をそれぞれ調整するための制御をＬＥＤ駆動部２８に対して行う。
【００７１】
　すなわち、制御部２９は、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光を同時に発光させる際に、演算部２９ｂ
により得られたＧＬＥＤ用制御情報に基づき、波長帯域ＧＷ内に混入するＲ光及びＢ光の
光量を光量比ＲＴに応じて変動する光量として扱いつつＧ光の調整を行う。また、制御部
２９は、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光を同時に発光させる際に、演算部２９ｂにより得られたＲＬ
ＥＤ用制御情報に基づき、波長帯域ＲＷ内に混入するＧ光の光量を光量比ＲＴに応じて変
動する光量として扱いつつＲ光の調整を行う。また、制御部２９は、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光
を同時に発光させる際に、演算部２９ｂにより得られたＢＬＥＤ用制御情報に基づき、波
長帯域ＢＷ内に混入するＧ光の光量を光量比ＲＴに応じて変動する光量として扱いつつＢ
光の調整を行う。
【００７２】
　ここで、例えば、赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及び青色ＬＥＤ２３を同時に発光さ
せつつ、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光の分光スペクトル同士の重複部分を考慮せずに発光光量の調
整を行った場合には、本来意図した光量比とは異なる光量比の白色光が光源装置３から内
視鏡２に供給されてしまう、という問題が生じる。
【００７３】
　これに対し、本実施形態によれば、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光の分光スペクトル同士の重複部
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分における光量の大きさを、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光の光量比に応じて変動させつつ発光光量
の調整を行うことができる。そのため、本実施形態によれば、本来意図した光量比の白色
光を光源装置３から内視鏡２に供給することができるとともに、当該白色光に含まれるＲ
光、Ｇ光及びＢ光の色バランスを適切に調整することができる。
【００７４】
　なお、本実施形態は、分光スペクトルが相互に重複する２色以上の光を発生する限りに
おいては、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光の３色の光を発生する光源装置３以外の他の光源装置に対
して適用されるものであってもよい。具体的には、本実施形態は、例えば、Ｒ光、Ｇ光、
Ｂ光、菫色光、及び、琥珀色光の５色の光を発生する光源装置においても略同様に適用さ
れる。
【００７５】
　また、本実施形態は、例えば、光源装置３に設けられた各ＬＥＤのうちの少なくとも１
つがレーザダイオードに置き換えられた場合においても略同様に適用される。
【００７６】
　また、本実施形態によれば、例えば、制御部２９が、操作パネル２７からの指示に応じ
、分光スペクトルが相互に重複しない複数のＬＥＤを同時に発光させるための制御を行う
際に、当該複数のＬＥＤを各々単独で発光させた際に得られたセンサ特性情報をそのまま
（補正せずに）ＬＥＤ用制御情報として用いて発光光量を調整するようにしてもよい。具
体的には、例えば、制御部２９が、操作パネル２７からの指示に応じ、緑色ＬＥＤ２２を
消光させつつ赤色ＬＥＤ２１及び青色ＬＥＤ２３を同時に発光させるための制御を行う際
に、Ｒセンサ特性情報をそのままＲＬＥＤ用制御情報として用いて赤色ＬＥＤ２１の発光
光量を調整し、Ｂセンサ特性情報をそのままＢＬＥＤ用制御情報として用いて青色ＬＥＤ
２３の発光光量を調整するようにしてもよい。
【００７７】
　また、本実施形態によれば、例えば、制御部２９が、操作パネル２７からの指示に応じ
、赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及び青色ＬＥＤ２３を時分割に発光させるための制御
を行う際に、Ｒセンサ特性情報をそのままＲＬＥＤ用制御情報として用いて赤色ＬＥＤ２
１の発光光量を調整し、Ｇセンサ特性情報をそのままＧＬＥＤ用制御情報として用いて緑
色ＬＥＤ２２の発光光量を調整し、Ｂセンサ特性情報をそのままＢＬＥＤ用制御情報とし
て用いて青色ＬＥＤ２３の発光光量を調整するようにしてもよい。
【００７８】
　また、本実施形態は、分光スペクトルが相互に重複する２色以上の光を同時に発生させ
る限りにおいては、Ｒ光、Ｇ光及びＢ光を時分割に発生させる場合においても略同様に適
用される。具体的には、本実施形態は、例えば、Ｒ光及びＧ光を同時に発生させるための
制御と、Ｇ光及びＢ光を同時に発生させるための制御と、が交互に繰り返されるような場
合においても略同様に適用される。
【００７９】
　また、本実施形態を適宜変形することにより、例えば、操作パネル２７からの指示に応
じて設定される一のＬＥＤの明るさに相当する光量指示値と、ＬＥＤ駆動部２８から当該
一のＬＥＤに対して供給されるＬＥＤ駆動信号の駆動電流の大きさに相当する駆動電流値
と、の間の相関関係を示す情報を補正することにより、当該一のＬＥＤの光量の調整に用
いる制御情報を得るようにしてもよい。
【００８０】
　また、本実施形態によれば、各色のＬＥＤに対応するセンサ特性情報を補正する代わり
に、特定の色のＬＥＤに対応するセンサ特性情報のみを補正しても良い。そして、このよ
うな場合においては、各色のＬＥＤに対応するセンサ特性情報を補正しない場合に比べ、
光源装置３から内視鏡２に供給される照明光の色バランスを適切に調整することができる
。
【００８１】
　また、本実施形態によれば、例えば、ＲＬＥＤ用制御情報及びＢＬＥＤ用制御情報を以
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下の方法で取得するための処理が演算部２９ｂにおいて行われるようにしてもよい。なお
、以降においては、簡単のため、既述の構成または動作等を適用可能な部分に関する具体
的な説明を適宜省略するものとする。
【００８２】
　赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及び青色ＬＥＤ２３を同時に発光させた場合に波長帯
域ＲＷ内に混入するＧ光の光量に相当する値を総混入光量値ΔＬＲとすると、ＬＲ＋ΔＬ
Ｒ：ＬＧ＋ΔＬＧ＝α：１の関係が成立する。そして、このような関係によれば、赤色Ｌ
ＥＤ２１の発光光量値ＬＲを以下の数式（９）のように表すことができる。
【００８３】
ＬＲ＝α×（ＬＧ＋ΔＬＧ）－ΔＬＲ
　　＝α×ＬＧ×｛１＋ΔＬＧ／ＬＧ－ΔＬＲ／（α×ＬＧ）｝　…（９）
　また、上記数式（４）によれば、以下の数式（１０）に示すような関係が成立する。
【００８４】
ΔＬＧ／ＬＧ＝（ＬＧ×α×Ｓ＋ＬＧ×β×Ｔ）／ＬＧ
　　　　　　＝α×Ｓ＋β×Ｔ　…（１０）
　さらに、総混入光量値ΔＬＲが発光光量値ＬＧに対して線形に変化する場合において、
以下の数式（１１）に示すような関係が成立する。なお、下記数式（１１）に含まれるＰ
の値は、前述の傾きＳ及びＴと同様の方法で算出される値であり、発光光量値ＬＧの増加
量に対する総混入光量値ΔＬＲの増加量の比率を示している。
【００８５】
ΔＬＲ／（α×ＬＧ）＝（ＬＧ×Ｐ）／（α×ＬＧ）＝Ｐ／α　…（１１）
　そして、上記数式（９）に対し、上記数式（１０）及び（１１）をそれぞれ適用するこ
とにより、下記数式（１２）のような関係式を得ることができる。
【００８６】
ＬＲ＝α×ＬＧ×（１＋α×Ｓ＋β×Ｔ－Ｐ／α）　…（１２）
　演算部２９ｂは、光量比ＲＴにおける倍率α及びβに相当する値を上記数式（１２）に
適用して得られる関係式をＲＬＥＤ用制御情報として取得する。また、制御部２９は、Ｇ
ＬＥＤ用制御情報を用いて設定した発光光量値ＬＧをＲＬＥＤ用制御情報に適用すること
により、赤色ＬＥＤ２１から発せられるＲ光の発光光量を調整する。
【００８７】
　すなわち、演算部２９ｂは、総混入光量値ΔＬＧ及びΔＬＲと、光量比ＲＴと、に基づ
き、ＧＬＥＤ用制御情報を用いて設定された発光光量値ＬＧに応じて赤色ＬＥＤ２１及び
緑色ＬＥＤ２２を同時に発光させる際の発光光量値ＬＲを調整するためのＲＬＥＤ用制御
情報を取得する。
【００８８】
　赤色ＬＥＤ２１、緑色ＬＥＤ２２及び青色ＬＥＤ２３を同時に発光させた場合に波長帯
域ＢＷ内に混入するＧ光の光量に相当する値を総混入光量値ΔＬＢとすると、ＬＢ＋ΔＬ
Ｂ：ＬＧ＋ΔＬＧ＝β：１の関係が成立する。そして、このような関係によれば、青色Ｌ
ＥＤ２３の発光光量値ＬＢを以下の数式（１３）のように表すことができる。
【００８９】
ＬＢ＝β×（ＬＧ＋ΔＬＧ）－ΔＬＢ
　　＝β×ＬＧ×｛１＋ΔＬＧ／ＬＧ－ΔＬＢ／（β×ＬＧ）｝　…（１３）
　また、総混入光量値ΔＬＢが発光光量値ＬＧに対して線形に変化する場合において、以
下の数式（１４）に示すような関係が成立する。なお、下記数式（１４）に含まれるＵの
値は、前述の傾きＳ及びＴと同様の方法で算出される値であり、発光光量値ＬＧの増加量
に対する総混入光量値ΔＬＢの増加量の比率を示している。
【００９０】
ΔＬＢ／（β×ＬＧ）＝（ＬＧ×Ｕ）／（β×ＬＧ）＝Ｕ／β　…（１４）
　そして、上記数式（１３）に対し、上記数式（１０）及び（１４）をそれぞれ適用する
ことにより、下記数式（１５）のような関係式を得ることができる。
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【００９１】
ＬＢ＝β×ＬＧ×（１＋α×Ｓ＋β×Ｔ－Ｕ／β）　…（１５）
　演算部２９ｂは、光量比ＲＴにおける倍率α及びβに相当する値を上記数式（１５）に
適用して得られる関係式をＢＬＥＤ用制御情報として取得する。また、制御部２９は、Ｇ
ＬＥＤ用制御情報を用いて設定した発光光量値ＬＧをＢＬＥＤ用制御情報に適用すること
により、青色ＬＥＤ２３から発せられるＢ光の発光光量を調整する。
【００９２】
　すなわち、演算部２９ｂは、総混入光量値ΔＬＧ及びΔＬＢと、光量比ＲＴと、に基づ
き、ＧＬＥＤ用制御情報を用いて設定された発光光量値ＬＧに応じて緑色ＬＥＤ２２及び
青色ＬＥＤ２３を同時に発光させる際の発光光量値ＬＢを調整するためのＢＬＥＤ用制御
情報を取得する。
【００９３】
　以上に述べたような方法によれば、Ｒセンサ特性情報を補正せずとも、または、Ｒセン
サ特性情報を取得するための作業を行わずとも、ＲＬＥＤ用制御情報を得ることができる
。また、以上に述べたような方法によれば、Ｂセンサ特性情報を補正せずとも、または、
Ｂセンサ特性情報を取得するための作業を行わずとも、ＢＬＥＤ用制御情報を得ることが
できる。
【００９４】
　なお、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しな
い範囲内において種々の変更や応用が可能であることは勿論である。
【００９５】
　本出願は、２０１６年１２月１２日に日本国に出願された特願２０１６－２４０３８２
号を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求
の範囲に引用されるものとする。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月12日(2017.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　制御部２９は、操作パネル２７からの指示に応じ、例えば、赤色ＬＥＤ２１を単独でか
つ最小光量値Ｌｍｉｎで一定時間発光させた後で、赤色ＬＥＤ２１を単独でかつ最大光量
値Ｌｍａｘで一定時間発光させるような制御をＬＥＤ駆動部２８に対して行う。そして、
このような制御部２９の動作に応じ、赤色ＬＥＤ２１を単独でかつ最小光量値Ｌｍｉｎで
発光させた際のＲ光の分光スペクトルとして、例えば、図４の一点鎖線で示すような分光
スペクトルが光量計により取得される。また、このような制御部２９の動作に応じ、赤色
ＬＥＤ２１を単独でかつ最大光量値Ｌｍａｘで発光させた際のＲ光の分光スペクトルとし
て、例えば、図４の太線で示すような分光スペクトルが光量計により取得される。図４は
、実施形態に係る光源装置に設けられた赤色ＬＥＤを最小光量値Ｌｍｉｎ及び最大光量値
Ｌｍａｘで発光させた際にそれぞれ取得される分光スペクトルの一例を示す図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の波長帯域に強度を有しかつ第１の分光スペクトルを有する第１の光を発生する第
１の発光部と、
　前記第１の波長帯域に隣接する第２の波長帯域に強度を有しかつ前記第１の分光スペク
トルの一部に重複する第２の分光スペクトルを有する第２の光を発生する第２の発光部と
、
　前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同時に発光させる際に、前記第１の波長帯域
内に混入する前記第２の光の光量である第１の混入光量に応じた調整を行った光量で前記
第１の光を発生させる制御部と、
　を有することを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同時に発光させる際に、さら
に、前記第２の波長帯域内に混入する前記第１の光の光量である第２の混入光量に応じた
調整を行った光量で前記第２の光を発生させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源装置。
【請求項３】
　前記第１の発光部の発光光量を検出する第１のセンサと、
　前記第２の発光部の発光光量を検出する第２のセンサと、
　をさらに有し、
　前記制御部は、前記第１の発光部を単独で発光させた場合における、前記第１の発光部
の発光光量と、前記第１のセンサにより検出された光量に応じて得られるセンサ検出値と
、の間の相関関係を示す第１のセンサ特性情報を前記第１の混入光量及び前記第１の光と
前記第２の光との光量比に基づいて補正することにより、前記第１の発光部及び前記第２
の発光部を同時に発光させる際の前記第１の光の光量の調整に用いる第１の制御情報を取
得するとともに、前記第２の発光部を単独で発光させた場合における、前記第２の発光部
の発光光量と、前記第２のセンサにより検出された光量に応じて得られるセンサ検出値と
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、の間の相関関係を示す第２のセンサ特性情報を前記第２の混入光量及び前記光量比に基
づいて補正することにより、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同時に発光させる
際の前記第２の光の光量の調整に用いる第２の制御情報を取得する
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源装置。
【請求項４】
　前記第１の光及び前記第２の光の光量比を第１の光量比に設定するための情報が格納さ
れた記憶部をさらに有し、
　前記制御部は、前記第１の光及び前記第２の光の光量比を前記第１の光量比とは異なる
第２の光量比に設定するための情報を前記光源装置の外部から取得することができなかっ
た場合に、前記第１の光量比を用いて前記第１のセンサ特性情報及び前記第２のセンサ特
性情報をそれぞれ補正し、前記第１の光及び前記第２の光の光量比を前記第２の光量比に
設定するための情報を前記光源装置の外部から取得することができた場合に、前記第２の
光量比を用いて前記第１のセンサ特性情報及び前記第２のセンサ特性情報をそれぞれ補正
する
　ことを特徴とする請求項３に記載の光源装置。
【請求項５】
　前記制御部は、さらに、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を時分割に発光させる
際に、前記第１のセンサ特性情報をそのまま前記第１の制御情報として用いて前記第１の
光の光量を調整するとともに、前記第２のセンサ特性情報をそのまま前記第２の制御情報
として用いて前記第２の光の光量を調整する
　ことを特徴とする請求項３に記載の光源装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記第１の制御情報及び前記第２の制御情報と、前記光源装置の外部に
設けられた画像処理装置において前記第１の光及び前記第２の光により照明された被写体
を撮像した際の画像の明るさに応じて取得される明るさ制御情報と、に基づき、前記第１
の光の光量及び前記第２の光の光量をそれぞれ調整する
　ことを特徴とする請求項３に記載の光源装置。
【請求項７】
　前記第１の発光部の発光光量を検出するセンサをさらに有し、
　前記制御部は、前記第１の発光部を単独で発光させた場合における、前記第１の発光部
の発光光量と、前記センサにより検出された光量に応じて得られるセンサ検出値と、の間
の相関関係を示すセンサ特性情報を前記第１の混入光量及び前記第１の光と前記第２の光
との光量比に基づいて補正することにより、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同
時に発光させる際の前記第１の光の光量の調整に用いる第１の制御情報を取得するととも
に、前記第１の混入光量と、前記第２の混入光量と、前記光量比と、に基づき、前記第１
の制御情報を用いて設定された前記第１の光の光量に応じて前記第１の発光部及び前記第
２の発光部を同時に発光させる際の前記第２の光の光量を調整するための第２の制御情報
を取得する
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源装置。
【請求項８】
　前記第２の波長帯域に隣接する第３の波長帯域に強度を有し、前記第１の分光スペクト
ルと重複せず、かつ、前記第２の分光スペクトルの一部に重複する第３の分光スペクトル
を有する第３の光を発生する第３の発光部と、
　前記第１の光及び前記第２の光を同時に発光させるための第１の指示と、前記第１の光
及び前記第３の光を同時に発光させるための第２の指示と、を前記制御部に入力可能な入
力部と、をさらに有し、
　前記制御部は、前記入力部から前記第１の指示が入力された際に、前記第１の混入光量
に応じた調整を行った光量で前記第１の光を発生させるとともに、前記第２の波長帯域内
に混入する前記第１の光の光量である第２の混入光量に応じた調整を行った光量で前記第
２の光を発生させ、前記入力部から前記第２の指示が入力された際に、前記第１の混入光
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量に応じた光量の調整を行わずに前記第１の光を発生させ、前記第３の波長帯域内に混入
する前記第２の光の光量である第３の混入光量に応じた光量の調整を行わずに前記第３の
光を発生させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源装置。
【手続補正書】
【提出日】平成30年5月7日(2018.5.7)
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用光源装置に関し、特に、生体組織の観察に用いられる内視鏡用光源
装置に関するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、前述した事情に鑑みてなされたものであり、分光スペクトルが相互に重複す
る複数の色の光の色バランスを適切に調整することが可能な内視鏡用光源装置を提供する
ことを目的としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様の内視鏡用光源装置は、被写体を撮像して撮像信号を出力する内視鏡に
対して当該被写体を照明するための光を供給する内視鏡用光源装置であって、第１の波長
帯域に強度を有しかつ第１の分光スペクトルを有する第１の光を発生する第１の発光部と
、前記第１の波長帯域に隣接する第２の波長帯域に強度を有しかつ前記第１の分光スペク
トルの一部に重複する第２の分光スペクトルを有する第２の光を発生する第２の発光部と
、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同時に発光させる際に、前記第１の波長帯域
内に混入する前記第２の光の光量である第１の混入光量に応じた調整を行った光量で前記
第１の光を発生させる制御部と、を有する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像して撮像信号を出力する内視鏡に対して当該被写体を照明するための光を
供給する内視鏡用光源装置であって、
　第１の波長帯域に強度を有しかつ第１の分光スペクトルを有する第１の光を発生する第
１の発光部と、
　前記第１の波長帯域に隣接する第２の波長帯域に強度を有しかつ前記第１の分光スペク
トルの一部に重複する第２の分光スペクトルを有する第２の光を発生する第２の発光部と



(20) JP WO2018/109995 A1 2018.6.21

、
　前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同時に発光させる際に、前記第１の波長帯域
内に混入する前記第２の光の光量である第１の混入光量に応じた調整を行った光量で前記
第１の光を発生させる制御部と、
　を有することを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同時に発光させる際に、さら
に、前記第２の波長帯域内に混入する前記第１の光の光量である第２の混入光量に応じた
調整を行った光量で前記第２の光を発生させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項３】
　前記第１の発光部の発光光量を検出する第１のセンサと、
　前記第２の発光部の発光光量を検出する第２のセンサと、
　をさらに有し、
　前記制御部は、前記第１の発光部を単独で発光させた場合における、前記第１の発光部
の発光光量と、前記第１のセンサにより検出された光量に応じて得られるセンサ検出値と
、の間の相関関係を示す第１のセンサ特性情報を前記第１の混入光量及び前記第１の光と
前記第２の光との光量比に基づいて補正することにより、前記第１の発光部及び前記第２
の発光部を同時に発光させる際の前記第１の光の光量の調整に用いる第１の制御情報を取
得するとともに、前記第２の発光部を単独で発光させた場合における、前記第２の発光部
の発光光量と、前記第２のセンサにより検出された光量に応じて得られるセンサ検出値と
、の間の相関関係を示す第２のセンサ特性情報を前記第２の混入光量及び前記光量比に基
づいて補正することにより、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同時に発光させる
際の前記第２の光の光量の調整に用いる第２の制御情報を取得する
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項４】
　前記第１の光及び前記第２の光の光量比を第１の光量比に設定するための情報が格納さ
れた記憶部をさらに有し、
　前記制御部は、前記第１の光及び前記第２の光の光量比を前記第１の光量比とは異なる
第２の光量比に設定するための情報を当該内視鏡用光源装置の外部から取得することがで
きなかった場合に、前記第１の光量比を用いて前記第１のセンサ特性情報及び前記第２の
センサ特性情報をそれぞれ補正し、前記第１の光及び前記第２の光の光量比を前記第２の
光量比に設定するための情報を当該内視鏡用光源装置の外部から取得することができた場
合に、前記第２の光量比を用いて前記第１のセンサ特性情報及び前記第２のセンサ特性情
報をそれぞれ補正する
　ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項５】
　前記制御部は、さらに、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を時分割に発光させる
際に、前記第１のセンサ特性情報をそのまま前記第１の制御情報として用いて前記第１の
光の光量を調整するとともに、前記第２のセンサ特性情報をそのまま前記第２の制御情報
として用いて前記第２の光の光量を調整する
　ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記第１の制御情報及び前記第２の制御情報と、当該内視鏡用光源装置
の外部に設けられた画像処理装置において前記第１の光及び前記第２の光により照明され
た被写体を撮像した際の画像の明るさに応じて取得される明るさ制御情報と、に基づき、
前記第１の光の光量及び前記第２の光の光量をそれぞれ調整する
　ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項７】
　前記第１の発光部の発光光量を検出するセンサをさらに有し、
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　前記制御部は、前記第１の発光部を単独で発光させた場合における、前記第１の発光部
の発光光量と、前記センサにより検出された光量に応じて得られるセンサ検出値と、の間
の相関関係を示すセンサ特性情報を前記第１の混入光量及び前記第１の光と前記第２の光
との光量比に基づいて補正することにより、前記第１の発光部及び前記第２の発光部を同
時に発光させる際の前記第１の光の光量の調整に用いる第１の制御情報を取得するととも
に、前記第１の混入光量と、前記第２の混入光量と、前記光量比と、に基づき、前記第１
の制御情報を用いて設定された前記第１の光の光量に応じて前記第１の発光部及び前記第
２の発光部を同時に発光させる際の前記第２の光の光量を調整するための第２の制御情報
を取得する
　ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項８】
　前記第２の波長帯域に隣接する第３の波長帯域に強度を有し、前記第１の分光スペクト
ルと重複せず、かつ、前記第２の分光スペクトルの一部に重複する第３の分光スペクトル
を有する第３の光を発生する第３の発光部と、
　前記第１の光及び前記第２の光を同時に発光させるための第１の指示と、前記第１の光
及び前記第３の光を同時に発光させるための第２の指示と、を前記制御部に入力可能な入
力部と、をさらに有し、
　前記制御部は、前記入力部から前記第１の指示が入力された際に、前記第１の混入光量
に応じた調整を行った光量で前記第１の光を発生させるとともに、前記第２の波長帯域内
に混入する前記第１の光の光量である第２の混入光量に応じた調整を行った光量で前記第
２の光を発生させ、前記入力部から前記第２の指示が入力された際に、前記第１の混入光
量に応じた光量の調整を行わずに前記第１の光を発生させ、前記第３の波長帯域内に混入
する前記第２の光の光量である第３の混入光量に応じた光量の調整を行わずに前記第３の
光を発生させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
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